	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成25年9月20日（金）午前10時00分

	閉会日
	平成25年9月20日（金）午前11時13分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第7・8会議室

	出席委員
	委 員 長　　じんの和子
副委員長　　青山直道
委　　員　　加藤和男　　　正木祥豊　　　水野竹芳
　　　　　　水野とみ子

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	副市長　　　　　　鈴木孝美　　
情報課長　　　　　横地賢一　　
情報システム係長　柴田浩善
総務部長　　　　　水野正志　　

総務部次長兼収納課長　川本宏志

財政課長　　　　　福岡智浩　　財政係長　　　井上隆雄
税務課長　　　　　加藤孝之　　

課長補佐兼資産税係長　加藤　哲　　

市民税係長　　　　若杉幹男

安心安全課長　　　矢野正彦　　

課長補佐兼防災係長　梶田和男

産業緑地課長　　　水野　泰

生涯学習課長　　　小林和美

福祉部次長兼福祉課長　中西直起

長寿課長　　　　　水野敬久
子育て支援課長　　福岡隆也　　課長補佐　　　山端剛史
土木課長　　　　　山口浩二
課長補佐兼工務係長　矢野克明　維持管理係長　丸山賢一
都市計画課長　　　川本晋司
区画整理課長　　　加藤英之　　開発調整監　　加藤　敬
公園西駅開発推進室長　尾関　力

課長補佐兼開発推進係長　川本満男

消防長　　　　　　水野　悟　　消防次長　　　寺島一裕

消防本部総務課長　加藤龍寿　　消防係長　　　山崎慎一

計　30人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　　加藤　武
議会事務局長　　　野田和裕　　書記　　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　 開会宣言
議案第59号

消防本部総務課長

　　　議案第59号　消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（消防署）の買入れにつ

いて説明
加藤委員　　　 ポンプＣＤ－Ⅰ型を選んだ理由は何か。また、主要装備としてA－
Ⅱ級とあるが、どういった内容か。
消防本部総務課長
現在使用している車両と同種のものであり、自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

の規制に対応するための買入れとなる。主要装備としてはＡ－Ⅰ級及
びＡ－Ⅱ級があり、規格放水量が異なる。現在使用している車両もＡ
－Ⅱ級であり、性能としては十分であると考える。
水野（竹）委員
入札執行調書を見ると、最低額の業者が落札している。民間企業で

は、入札金額の最高額と最低額を入札した業者は除いた上で、購入先

を選定するケースが多いと聞くが、そのような選定方法は考えなかっ
たか。
消防本部総務課長
当市の入札制度に基づいて、入札を実施した。
青山委員　　　 配備先はどこか。また、現在使用している車両はどう処分するのか。
消防本部総務課長
　　　　　　　 配備先は消防署。現在使用している車両は廃車とする。
水野（竹）委員
入札方法を改めるつもりはないか。

消防次長　　　 予定価格を公表し電子入札で行っている。入札金額の最高額と最低

額で入札した業者を除く方法については、実施していない。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第59号　消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型（消防署）の買入れにつ

いては、全員が賛成。

議案第59号は、原案のとおり可決
議案第48号
財政課長　　　議案第48号　平成25年度長久手市一般会計補正予算（第２号）について説明
水野（竹）委員
瀬戸大府東海線跨道橋拡幅設計負担金について、具体的な完成後のイメージはどのようか。
副市長　　　　これから設計するので、イメージ図はない。
水野（竹）委員
完成後は、自動車も通行が可能になるのか。
土木課長　　　自動車も通行可能である。
水野（竹）委員
瀬戸大府東海線のアンダーパスの高低差が７ｍ程度あると聞いている。当該地区も高齢化が進み、不便を強いることになるが、地元の意見等を調べているか。
土木課長　　　現状で調査は実施していない。今後実施したい。
水野（竹）委員
アンダーパスの高低差が７ｍもあると、完成後の道路周辺の整備が難
しくなる可能性がある。是非聞き取り調査をお願いしたい。
副市長　　　　これまでも地元の方々と何度となく検討を行っており、今回提示した
案で了解していただいている。
加藤委員　　　シルバー人材センター補助金精算金の具体的な内容はなにか。
財政課長　　　人件費の時間外手当について、精算した金額である。

加藤委員　　　藪田地区排水路改修工事の内容はなにか。なぜ補正予算が必要となっ

たか。

土木課長　　　水路を三面張りに改修し、水位を低くする工事を行う。平成24年度

に実施した整備計画委託業務により整備計画が示されたのが平成25年2

月であったため、当初予算編成に間に合わず、補正予算での対応とした。
水野（と）委員

防災諸経費について、車いすけん引装置を購入する説明があったが、
具体的に、どのようなものか。
安心安全課長　車いすを一人で押すのが困難な場合に、それを補完するためリヤカー
のように車いすを前からけん引するための装置である。
水野（と）委員
福祉の家には設置しないのか。
安心安全課長　今回は、各小学校の防災倉庫に設置する。

青山委員　　　中尾産業及び長湫南部土地区画整理組合からは、寄付金に対して使途
の指定はあったか。

財政課長　　　使途の指定はあった。

青山委員　　　今回の購入内容に関して、寄付者は了解しているか。また、寄付者は
購入内容の選定に参加しているか。
安心安全課長　防災に関しては、具体的な購入内容については指定がなかったため、
市として有効的かつ必要なものとしてＡＥＤ及び車いすけん引装置を
選定した。
福祉部次長　　寄付者である中尾産業からは、個別の購入内容について報告は求めら
れていないが、先方の趣旨に沿うものを購入している。
生涯学習課長　長湫南部土地区画整理組合からの寄付については、組合との協議を行
い瓫五十戸（ほとぎのさと）の副読本とした。
青山委員　　　介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費について、全額県費で実施す

るとのことだが、今後の計画はどのようか。
長寿課長　　　今回の整備は第５期介護保険事業計画（平成24年度～平成26年度）
に基づくものである。次期計画は平成25年、26年にかけて検討する。
委員長　　　　今回整備する老人ホームの形態はどのようか。
長寿課長　　　地域密着型小規模特別養護老人ホームである。

委員長　　　　長久手市民が利用する施設ということか。

長寿課長　　　長久手市民が利用する施設である。
水野（竹）委員

小学校副読本等監修者報償金について、負う責任等に比べて金額が少

ないのではないか。
生涯学習課長　報償金については、他の基準等も参考としてこの金額とした。
加藤委員　　　監修者は誰か。
生涯学習課長　愛知淑徳大学の柴垣先生である。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第48号　平成25年度長久手市一般会計補正予算（第２号）に

ついては、全員が賛成。

議案第48号は、原案のとおり可決

認定第３号
財政課長　　　認定第３号　平成24年度長久手市土地取得特別会計決算認定について説明
委員長　　　　土地取得費について、不用額が多額となっているのはなぜか。
財政課長　　　当初３億円で予算計上していたが、平成24年度については、高針御
嶽線用地の取得のみしか実施していないため差額分が不用額として発
生した。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
認定第３号　平成24年度長久手市土地取得特別会計決算認定につい

ては、全員が賛成。

認定第３号は、原案のとおり認定
議案第51号
税務課長　　　議案第51号　長久手市税条例の一部を改正する条例について説明
正木委員　　　本議案が成立した場合に、住民の不利益になることはないか。
税務課長　　　延滞金の率は下がる。また、年金所得に対する住民税の仮徴収額につ
いても負担の割合が低減するため、住民への不利益はないものと考える。
委員長　　　　特例基準割合が変化すると、延滞金の割合も変化するのか。
総務部次長　　特例基準割合は毎年変動するため、それに沿う形で延滞金の率も変動

する。
委員長　　　　本税より延滞金が多くなるケースはあるか。
総務部次長　　長年の滞納者であればあり得る。
青山委員　　　附則に固定資産税の課税標準の特例の規定を追加するとあるが、市内

で対象となる施設はあるか。また、特例の割合を３分の２としたのはな

ぜか。
税務課長　　　対象となる施設はない。地方税法附則第15条37項の条文に「課税標

準となるべき価格に３分の２を参酌して」とあるので、条例についても

同様に３分の２という割合を採用した。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第51号　長久手市税条例の一部を改正する条例については、全
員が賛成。

議案第51号は、原案のとおり可決
議案第52号
税務課長　　　議案第52号　長久手市都市計画税条例の一部を改正する条例につい

て説明
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第52号　長久手市都市計画税条例の一部を改正する条例につい
ては、全員が賛成。

議案第52号は、原案のとおり可決
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午前11時13分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成25年9月20日

総務委員会委員長　　じんの和子
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